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東京都し ごと センタ ー指定管理者評価委員会 

説明資料 

 

 

 

 

令和 6 年 7 月 3 日( 水)  

 



 

公益財団法人東京し ごと 財団への特命理由 

 
 

○ 東京都しごとセンターは、都が設置する雇用就業に関するセーフティネット機能を有する唯一の施設であり、同センターで行われる事業は、雇用情

勢が変動する中、都民ニーズに的確に対応するため、都との綿密な連携の下で実施される必要がある（政策との連動性及び管理運営の特殊性） 

○  事業実施にあたっては、都の的確なコントロールの下、国、関係団体、民間等多様な事業主体と有機的に連携しつつ、効果的・効率的に事業を

展開していく必要がある（政策との連動性及び管理運営の特殊性） 

○ 本施設の貸出し施設である「講堂」及び「セミナー室」については、しごとセンター事業での利用が最優先とされるなど、都の雇用就業施策に沿った

効果的な事業実施が求められている（管理運営の特殊性） 

 

○ 雇用就業分野における唯一の都の監理団体として、長年にわたりサービスを提供してきた実績があり、都との綿密な連携の下での事業実施が

期待できる 

○ 国や民間事業者、都の関係機関等と連携して事業展開を行った実績があり、ワ ンストップサービスの提供が期待できる 

○ 高齢者をはじめ、障害者や若者・中高年、女性の雇用・就業支援事業を実施するなど、雇用就業の促進に関する実績があり、そのノウハウ等の

活用が期待できる 

○ 高年齢者雇用安定法第４４条に基づき「シルバー人材センター連合」として指定された団体であり、傘下の区市町村シルバー人材センターとのネ

ットワ ークをいかして、多様な働き方の提供に資する事業展開が期待できる  

○ 障害者の特性、能力等に応じた職業訓練や就業の促進を行ってきた実績があり、そのノウ ハウ の活用等が期待できる 

○ 企業の人材確保支援も行っている団体であり、求人開拓などを通じて事業の相乗効果が期待できる 

 

                             ※平成 27 年 4 月導入「監理団体が管理する特に主要な政策と連動した重要な役割を果たす施設」となる理由 

○ 雇用就業施策は都の主要な政策であり、本施設はこれらの雇用就業施策の事業実施センターとして位置付けられている。このため、若者や高齢

者、障害者の就業支援など、本施設で実施する事業は、長期ビジョンをはじめ、都の主要な計画に掲載されている 

○ 本施設は、しごとに関するワ ンストップサービスセンターとして、全年齢を対象にした多様な雇用就業施策を多数展開している。また、社会経済情

勢や雇用情勢を踏まえた都の重点的な政策展開として、女性の再就職支援や非正規雇用対策など、特別な支援や対策を実施している 

特命によ る 選定施設と する 理由 

公益財団法人東京し ごと 財団を特命する 理由 

指定期間を １ ０ 年と する 理由 
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令和５ 年度 東京都し ごと センタ ー事業 主な取組と 実績 

 

１  ヤング： 若年者就業支援（ ３ ４ 歳以下）  

◆ き め細やかなカウ ンセリ ングに加え、 セミ ナーや中小企業見学、 中小企業と のマッ チング機会等の就業支援を実施 

 

 

 

 

 

 

２  ミ ド ル： 中高年者就業支援（ ３ ０ ～５ ４ 歳）  

◆ キャ リ アカウ ンセリ ング、 対象者別セミ ナーやグループワ ーク 等を実施 

◆  

  

 

 

 

３  シニア： 高年齢者就業支援（ ５ ５ 歳以上）  

◆ シニアの方を専門と し たアド バイ ザーによ る 就業相談、 高齢期の働き 方の多様化に対応し た就業支援と 活躍機会拡大のための普及啓発を実施 

 

４  女性の再就職支援 

◆ 再就職活動に必要なノ ウ ハウ の提供や職場実習を組み合わせた総合的な支援を実施 

 

５  し ごと センタ ー多摩 

◆ 全年齢層を対象と し た基幹サービス の提供、 企業団体や行政機関等と 連携し 地域に密着し た事業を展開 

 

○ 就職支援アド バイ ザーによ る 支援 

○ 若者企業マッ チング支援 

・  合同企業説明会 [１ ６ 回]、 企業見学会 [１ ２ ８ 回] 

・  業界職種研究ラ イ ブラ リ ー 

業界職種勉強会など 

○ 高校生向け就業意識啓発講座（ ２ ２ 校・ ７ １ 回）  

 ○ 職場定着支援事業 

 ・  社会人基礎力プロ グラ ム・ キャ リ ア形成プロ グラ ム [１ ５ 回] 

 ・  育成担当者向け･管理者向け 早期離職防止セミ ナー 

 ・  早期離職防止ガイ ド ブッ ク  ［ ２ ,０ 0 0 部］  

 ○ 中小企業向け人材開発 [２ ０ コ ース ]  

 ○ 中小企業向けエキスパート 人材開発プロ グラ ム ［ ４ 回］  

 ○ 生涯現役社会推進事業 [７ ２ 回] 

 ○ 就職支援アド バイ ザーによ る 支援                                     

 ○ 就活エク ス プレス事業（ 非正規向け特別支援）  

  ・  グループワ ーク  [２ ０ 回]、 短期集中コ ース [1 ２ 回] 

  ・  合同面接会 ［ １ ２ 回］  

 ○ ミ ド ルアフタ ーのキャ リ アチェ ンジ支援 

 ・  キャ リ アチェ ンジセミ ナー [１ ２ 回] 

 ・  職種理解プロ グラ ム [１ ２ 回] 

 ・  合同企業説明会･職場体験プロ グラ ム ［ 各６ 回］  

 

○ シニアの社会参加サポート プロ グラ ム  [4 回] 

○ 6 5 歳以上の職場体験事業 

○ 就業支援総合セミ ナー 

 ・  定年退職後の働き 方を考える［ １ ０ 回］、シニア予備群向け出張セミ ナー［ ２ ５ 回］ 

 ○ 女性し ごと 応援テラ ス の運営 

  ○ 女性再就職サポート プロ グラ ム [１ １ 回] 
  ○ 女性し ごと 応援キャ ラ バン [８ ３ 回］  

 ○ 地域関係機関と の連携事業 

 ・  合同就職面接会 [4 回] 

 ・  地域連携型就職面接会 [１ ２ 回］  

 ・  雇用就業対策検討会 [２ 回] 

  ○ 多摩地域若者・ 中小企業交流支援事業 

  ・  講師派遣 [１ ２ ３ 回] 

  ・  若者・ 企業交流会 [１ ０ 回］  
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再来利用 ※1 計

５ 年度 42, 159 49, 287 3, 347

４ 年度 39, 621 46, 939 3, 663

５ 年度 82, 218 93, 950 5, 892

４ 年度 87, 821 98, 565 5, 619

５ 年度 53, 460 64, 045 2, 315

４ 年度 42, 729 51, 511 2, 311

５ 年度 ※3　3,192 2, 327 23, 163 25, 490 1, 105

４ 年度 ※3　 2, 737 2, 040 18, 680 20, 720 1, 087

５ 年度 5, 317 5, 507 106

４ 年度 3, 311 3, 476 115

５ 年度 206, 317 238, 279 12, 765

４ 年度 192, 162 221, 211 12, 795

５ 年度 4, 210 　 　 　 　

４ 年度 4, 871 　 　 　 　

５ 年度 25, 259 　 　 　 　

４ 年度 21, 682 　 　 　 　

５ 年度 267, 748 12, 765

４ 年度 247, 764 12, 795

※１ 　 再来利用： 延べ人数
※２ 　 就職者数： 前年度以前の利用者で今年度就職し たも のを含む
※３ 　 年齢別コ ーナーの併用を含む「 女性し ごと 応援テラ ス ( 女性し ごと 応援テラ ス 多摩含む） 」 の新規利用者

新規利用

7, 128

就職者数 ※2区　 分 年　 度
利　 用　 者　 数

10, 744

11, 732

女　 性

31, 962

8, 782

190

令和５ 年度　 東京都し ごと セン タ ー事業利用者状況 ( 参考： ４ 年度付)

合　 計

総合相談

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

高年齢者

小　 計

165

多様な働き 方セミ ナー等

専門相談・事業所相談

29, 049

7, 318
若　 年

中高年

専門サポート

10, 585
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令和５ 年度　 東京都し ごと センタ ー多摩　 貸出施設利用状況

令和５ 年度の合計稼働率は35. 7%

[ 人数： 人、 稼働率： ％]

４ 年度 ４ 年度 ４ 年度 ４ 年度

コ マ 人  数 稼働率 稼働率 コ マ 人  数 稼働率 稼働率 コ マ 人  数 稼働率 稼働率 コ マ 人  数 稼働率 稼働率

４ 85 19 348 22. 3 19 349 22. 3 16 196 18. 8 54 893 21. 1

５ 85 19 424 22. 3 22 426 25. 8 30 704 35. 2 71 1, 554 27. 8

６ 86 28 495 32. 5 29 538 33. 7 43 572 50. 0 100 1, 605 38. 7

７ 87 40 567 45. 9 40 571 45. 9 35 509 40. 2 115 1, 647 44. 0

８ 87 31 547 35. 6 31 551 35. 6 26 303 29. 8 88 1, 401 33. 7

９ 84 39 582 46. 4 30 627 35. 7 37 413 44. 0 106 1, 622 42. 0

10 89 30 583 33. 7 21. 8 30 583 33. 7 21. 8 43 443 48. 3 37. 9 103 1, 609 38. 6 27. 2

11 83 36 732 43. 3 28. 6 36 732 43. 3 32. 1 21 203 25. 3 50. 0 93 1, 667 37. 3 36. 9

12 80 23 393 28. 7 21. 3 23 355 28. 7 20. 0 44 384 55. 0 61. 3 90 1, 132 37. 5 34. 2

１ 81 28 664 34. 5 13. 9 28 664 34. 5 15. 2 30 365 37. 0 45. 6 86 1, 693 35. 3 24. 9

２ 78 27 506 34. 6 43. 6 27 506 34. 6 43. 6 46 386 58. 9 43. 6 100 1, 398 42. 7 43. 6

３ 88 28 710 31. 8 27. 3 28 710 31. 8 28. 4 24 213 27. 2 14. 8 80 1, 633 30. 3 23. 5

計 1, 013 348 6, 551 34. 4 26. 0 343 6, 612 33. 9 26. 8 395 4, 691 39. 0 41. 7 1, 086 17, 854 35. 7 31. 5

※　 稼動コ マ数： 平日・ 土曜は、 午前、 午後、 夜間で３ コ マ、 日曜は、 午前、 午後で２ コ マ（ 年末年始は閉館）

※　 東京都し ごと センタ ー多摩は令和４ 年１ ０ 月に立川へ移転し たこ と に伴い、 新たに貸出施設を開設

●参考　 使用主体別内訳

月 ５ 年度 ５ 年度

ホール１ ５ ０ ２ 教室 計

５ 年度

ホール２

５ 年度
稼　 動
コ マ数

稼動可能数（ Ａ ）

５ 年度 3, 039 917 30. 2% 2, 122 69. 8% 70 2. 3% 3. 3%

４ 年度 1, 488 428 28. 8% 1, 060 71. 2% 41 2. 8% 3. 9%

財団使用（ Ｂ ） 貸出可能コ マ数（ Ｃ ＝Ａ －Ｂ ） 外部使用（ Ｄ ）

コ マ
稼働率１
（ D/A）

稼働率２
（ D/C）

コ マ
構成比
（ B/A）

コ マ
構成比
（ C/A）

コ マ
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[ 単位： 回、 円]

正規 減額 正規 減額 正規 減額 正規 減額

４

５

６

７

８

９

10

11

12

１

２ 2 0 21, 200 2 0 10, 600 4 0 31, 800

３ 4 26 192, 200 3 3 23, 850 7 29 216, 050

計 6 26 213, 400 0 0 0 5 3 34, 450 11 29 247, 850

1, 225, 950 0 206, 700 1, 432, 650４ 年度 －

大規模改修工事によ り
貸出停止

大規模改修工事によ り
貸出停止

－

金額 金額金額 金額

大規模改修工事によ り
貸出停止

大規模改修工事によ り
貸出停止

令和５ 年度　 東京都し ごと センタ ー　 貸出施設料金収入

回　 数 回　 数

附帯設備

令和５ 年度の料金収入は、 合計247, 850円であり 、 令和４ 年度（ 1, 432, 650円） と 比較し 、 1, 184, 800円減少し た。

月 回　 数

計

回　 数

講　 　 堂 セミ ナー室

－
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[ 単位： 回、 円]

正規 減額 正規 減額 正規 減額 正規 減額 正規 減額

４ 2 0 16, 500 4 0 42, 400 2 0 11, 400 6 0 10, 200 14 0 80, 500

５ 3 2 34, 150 3 2 41, 000 1 0 5, 700 4 0 6, 800 11 4 87, 650

６ 4 2 41, 250 5 2 60, 800 1 0 5, 700 6 2 11, 900 16 6 119, 650

７ 0 19 80, 100 0 19 96, 150 0 2 5, 000 0 12 10, 200 0 52 191, 450

８ 2 7 45, 950 2 7 55, 150 1 0 5, 700 3 7 11, 050 8 21 117, 850

９ 0 0 0 1 0 11, 300 2 0 11, 400 2 0 3, 400 5 0 26, 100

10 3 10 67, 150 3 10 80, 600 2 4 21, 400 5 14 20, 400 13 38 189, 550

11 0 1 4, 700 0 0 0 2 0 10, 000 0 0 0 2 1 14, 700

12 0 0 0 0 0 0 1 2 10, 700 1 2 3, 400 2 4 14, 100

１ 0 0 0 0 0 0 4 2 26, 400 0 2 1, 700 4 4 28, 100

２ 2 2 24, 750 3 2 41, 000 7 0 37, 100 4 0 6, 800 16 4 109, 650

３ 2 2 24, 750 2 2 29, 700 1 0 5, 700 3 2 6, 800 8 6 66, 950

計 18 45 339, 300 23 44 458, 100 24 10 156, 200 34 41 92, 650 99 140 1, 046, 250

184, 950 233, 300 37, 800 25, 500 481, 550

※　 東京都し ごと センタ ー多摩は令和４ 年１ ０ 月に立川へ移転し たこ と に伴い、 新たに貸出施設を 開設

４ 年度

回　 数
金額

令和５ 年度　 東京都し ごと センタ ー多摩　 貸出施設料金収入

回　 数 回　 数

附帯設備

令和５ 年度の料金収入は、 合計1, 046, 250円であり 、 令和４ 年度（ 481, 550円・ 10月貸出開始） と 比較し 、 564, 700円増加し た。

月 回　 数

計

回　 数

ホール１ ５ ０ ２ 教室ホール２

金額 金額金額 金額

－ － － －
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発送※ 回収 未到達 未回収 回収率 　※貸出施設登録団体のうち、令和５年１月から令和５年12月までに
12 10 0 2 83.3%       １回以上利用実績がある団体

★属性 個人 会社
会社以外
の法人

法人以外
の団体

公共団体 その他 未回答 計

0 2 4 3 1 0 0 10

★対象団体数

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総合満足度

職員の対応

利用時間

清掃状況

付帯設備

案内表示

貸出料金

支払方法

予約方法

30.0 

30.0 

30.0 

70.0 

40.0 

20.0 

0.0 

40.0 

40.0 

70.0 

70.0 

60.0 

30.0 

60.0 

70.0 

90.0 

60.0 

40.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

10.0 

10.0 

0.0 

20.0 

0.0 

0.0 

10.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

令和５年 貸出施設利用者アンケート

大いに満足 おおむね満足 やや不満 かなり不満 未回答

令和６年２月実施
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発送※ 回収 回収率
6,155 2,499 40.6% 　※東京しごとセンターおよび東京しごとセンター多摩の新規利用者から無作為に抽出

★属性 若年者 中高年 高齢者 女性 専門 計
360 743 1,135 237 24 2,499

（回収率） 24.8% 36.2% 55.0% 44.8% 41.4% 40.6%

★対象者数

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総合満足度

職員対応

センター情報

案内表記

開館時間

30.6

44.2

28.2

29.5

41

57.9

48

55.9

61

52.9

9.8

6

14.3

8.9

5.4

1.6

1.9

1.6

0.5

0.6

令和５年度 しごとセンター利用者アンケート

十分満足 満足 やや不満 不満

令和５年12月～令和６年１月実施
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( 公財) 東京し ご と 財団　 過去５ 年の決算概要

( 単位： 百万円)

名 称 代表者 所　 　 管 産業労働局

基本財産 都出資等比率 設立年月日 10/25/1975

令和元年度 令和２ 年度 令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度

当期経常増減額 -1 -11 10 9 7

経常収益 6, 895 9, 237 12, 638 16, 345 16, 006

経常費用 6, 896 9, 248 12, 628 16, 336 15, 999

当期経常外増減額 0 0 0 0 7

経常外収益 0 0 0 0 7

経常外費用 0 0 0 0 0

法人税等 3 2 4 3 3

当期一般正味財産増減額 -4 -13 6 6 11

当期指定正味財産増減額 14 -15 0 0 0

正味財産期末残高 551 523 529 535 547

資産合計 11, 101 30, 086 21, 174 22, 995 29, 689

流動資産 10, 196 29, 016 19, 965 21, 645 28, 293

固定資産 905 1, 070 1, 209 1, 350 1, 395

基本財産 495 495 495 495 495

負債合計 10, 550 29, 563 20, 645 22, 460 29, 142

流動負債 10, 176 29, 139 19, 990 21, 656 28, 307

固定負債 374 424 655 804 835

正味財産合計 552 523 529 535 547

指定正味財産 511 495 495 495 495

一般正味財産 41 28 34 40 51

14, 717 84, 796 54, 201 34, 758 40, 638

14, 695 87, 374 54, 075 34, 637 40, 571

22 -2, 578 126 121 67

公益財団法人　 東京し ごと 財団 理事長　 中澤　 基行

４ ９ ５ 百万円 ５ １ ％

財務状況

主要指標（令和元年度～令和5年度）

正

味

財

産

増

減

計

算

書

貸

借

対

照

表

（

参

考）

収

支

計

算

書

収入合計

支出合計

当期収支差額
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資料２  
 

 

 

令和５ 年度 

 

 

東京都し ごと センタ ー指定管理者 

一次評価書 

 

 

 

 

 

 

 

東京都産業労働局雇用就業部 

 



確認事項
◎：報告

書
○：実地

調査

1
施設・設備に関する保
守点検及び書類の管
理等

設備保守点検（電気・空調・消防・建
設・下水設備等）
性能検査（ストレージタンク等）
各種測定（媒煙排出物等）等
業務報告書の管理

12回／年　外
1回／年　外
2回／年　外
毎日

指定管理者募集要
項
別添特記仕様書（資
料５）

12回／年　外
1回／年　外
2回／年　外
毎日

100% ◎ ×1 ○

2 施設の清掃

日常清掃
定期清掃（フロアー洗浄・ワックスがけ・ガラ
ス等）
特別清掃（照明器具・モニュメント等）等

隔日・随時
6回／年　外
1回／年　外

指定管理者募集要項
別添特記仕様書（資料
５）清掃業務仕様書

隔日・随時
6回／年　外
1回／年　外

100% ◎ ×1 ○

3 人員配置
相談員（就職支援アドバイザー等）等
の配置

総合相談：6ブース
ヤング：20ポスト
ミドル：32ポスト
女性：5ポスト
多摩：12ポスト
女性しごと応援テラス多摩：2ポスト

年度協定

総合相談：6ブース
ヤング：20ポスト
ミドル：32ポスト
女性：5ポスト
多摩：12ポスト
女性しごと応援テラス多摩：2ポスト

100% ◎ ×1 ○

4 人材育成の取組
職層別研修
課題研修
実務研修

3回／年以上
4回／年以上
2回／年以上

職層別研修　12回
(新任職員研修、新任職員フォローアップ研
修、社会経済事情研修、企画（改善）提案研
修  他）
課題研修　4回
（接遇研修、接遇研修（新任職員向け）、情
報セキュリティ・個人情報保護研修、メンタル
ヘルス研修）
実務研修　3回
（経営管理研修、キャリア・カウンセラー養成
研修、普通救命講習）
※財団において主催したもののみ

400%
100%
150%

◎ ×1 ○

5 防災・防犯への配慮
消防設備保守点検等
避難訓練
施設内巡回点検

3回／年
1回／年
8回／日（月～土）
4回／日（日・祝日）

指定管理者募集要
項
別添特記仕様書（資
料５）設備管理・保守
業務仕様書

指定管理者募集要
項別紙Ⅱ４（３）

消防設備保守点検等：3回
避難訓練：1回（従来の訓練内容、避難経路
及び自衛消防隊の役割を全職員及び入居
機関へ周知。また、しごとセンタービルに初
めて勤務した職員を対象に避難階段を実際
に使用した訓練を実施。）
施設内巡回：10回／日（月～土） 、4回／日
（日・祝日）※改修工事中のフロアは除く。

100%
100%
125%

◎ ×1 ○

6 緊急時対策
緊急時連絡体制の整備
ＢＣＰ等の整備

緊急時連絡体制の整備
ＢＣＰ等の整備

緊急時連絡体制の整備
各階の避難経路がわかるように、各階に、避
難経路図の掲示（継続）

― ◎ ×1 ○

7 個人情報保護の取組

個人情報保護管理責任者の設置
情報セキュリティ研修の実施
データアクセスのＩＤ制御の実施
個人情報保管場所の施錠

規定に基づく設置
研修：1回／年
ＩＤ制御の実施
施錠

基本協定

「個人情報の保護に関する規程」「個人情報
保護基本方針」に基づき、個人情報保護管
理責任者及び個人情報取扱責任者を設置
情報セキュリティ・個人情報保護研修：1回
ID制御及び施錠の実施

100% ◎ ×2 ○

8 情報公開の取組
情報公開（主要事業指標、財務指標）
の実施

事業報告：1回／年
財務指標：1回／年

「監理団体の経営の
透明性の向上につい
て」18総行革監第33
号

事業報告の公開：１回
財務指標の公開：１回

100% ◎ ×1 ○

9 環境配慮への取組
資源リサイクルの実施
省エネルギー対策の実施

ゴミ分別の徹底
電力使用量削減の取組

ゴミ分別の徹底
送風設備、空調機器の細かな運転調整、
LED照明の導入等
※電気使用量の平成22年度比（震災発生前
年）　37％減

―
◎
○

×1 ○

10 手続のデジタル化
貸出施設の利用手続
事業実施におけるオンライン対応

利用予約、申請手続のデジタル化
事業のオンライン対応（セミナー・面
接対策・センター登録等）

利用予約、申請手続のデジタル化
事業のオンライン対応（セミナー・面接対策・
センター登録等）

100% ◎ ×1 ○

11 各種法令等の遵守
研修の実施（汚職防止・人権・情報管
理等）
委託事業者への法令順守の取組

3回／年
実施

3回　（新任職員研修（コンプライアンス推
進、情報セキュリティ・個人情報保護）、情報
セキュリティ・個人情報保護）
委託事業者への法令順守の取組（日常指
導）

100% ◎ ×1 ○

12 都への報告・連絡
実績報告書の提出
事業報告書の提出

1回／月
1回／四半期

基本協定書第１７条
実績報告書の提出：１回／月
事業報告書の提出：１回／四半期

100% ◎ ×1 ○

13 収支状況
収入計画(利用料金）
支出計画

2,385千円
5,992,560千円

予算関係資料（都）歳入内訳

カッコ外合算

年間事業計画書

1,294千円
5,400,683千円

54%
90%

◎ ×1 ○

14 適正な会計処理
会計監査人による監査の実施
帳簿、関係書類の整備
自己点検の実施

1回／年
帳簿整備
1回／年

しごと財団財務規定
第５８条

会計監査人による監査の実施：1回
帳簿、関係書類の整備
自己点検の実施：1回

100% ◎ ×1 ○

15 都有財産の管理
台帳の整備・更新（備品・物品・電気
子メーター・水道子メーター等）

各台帳の整備・更新
施設整備及び物品
管理業務実施要領

台帳の整備・更新 - ◎ ×1 ○

管
理
状
況

適
切
な
管
理
の
履
行

協定や事業計画に沿って適切に管理が行われているか

【特記事項】

安
全
性
の
確
保

適
切
な
財
務
・
財
産
管
理

適切な財務運営・財産管理が行われているか

【特記事項】

施設の安全性は確保されているか

【特記事項】
○大規模改修工事による建物内部でのフロア移転に対応し、施設内巡回点検ルートの変更や利用者の誘導案内を行うだけでなく、工事定例会に出席して、改修工事を行っている場合でも災害発生時の安全確保について確認
を行う等、防災及び防犯について公的施設としての責任を認識し、積極的に取り組んでいる。年度末には、業務に支障をきたすことなく、事務機能の内部移転をおおむね完了させた。

法
令
等
の
遵
守

法令や条例等に基づく適切な管理運営が行われているか

【特記事項】
○「7　個人情報保護の取組」について、コンプライアンス推進月間に合わせ、「情報管理に係る事故防止週間」を設定し、個人情報及び重要情報を含む文書の外部への発出に関する意識強化を図った。

大
項
目

中
項
目

確認項目 評価

項目 内容 計画 （計画値参考） 実績(R5) 達成率 配点
水準を
上回る

水準ど
おり

水準を
下回る
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確認事項
◎：報告

書
○：実地

調査

大
項
目

中
項
目

確認項目 評価

項目 内容 計画 （計画値参考） 実績(R5) 達成率 配点
水準を
上回る

水準ど
おり

水準を
下回る

16-1
若年者の雇用就業支
援の実施

事業計画書どおりの実施 別紙のとおり 年間事業計画書 別紙１のとおり ◎ ×2 ○

16-2
中高年の雇用就業支
援の実施

事業計画書どおりの実施 別紙のとおり 年間事業計画書 別紙2のとおり ◎ ×2 ○

16-3
高齢者の雇用就業支
援の実施

事業計画書どおりの実施 別紙のとおり 年間事業計画書 別紙３のとおり ◎ ×2 ○

16-4
総合相談における支
援の実施

事業計画書どおりの実施 別紙のとおり 年間事業計画書 別紙４のとおり ◎ ×2 ○

16-5
女性の雇用就業支援
の実施

事業計画書どおりの実施 別紙のとおり 年間事業計画書 別紙５のとおり ◎ ×2 ○

16-6
しごとセンターの多摩
地域展開の実施

事業計画書どおりの実施 別紙のとおり 年間事業計画書 別紙６のとおり ◎ ×2 ○

16-7
しごとセンターの管理
運営に関する事業の
実施

事業計画書どおりの実施 別紙のとおり 年間事業計画書 別紙７のとおり ◎ ×1 ○

17
利用者の平等利用へ
の取組（公平な利用者
選定）

協定、実施要領等の遵守 協定、実施要領等の遵守
東京都しごとセン
ター提供施設等貸出
要領

協定、実施要領等の遵守 ○ ×1 ○

18
サービス向上に向けた
取組

・関係機関情報コーナーの設置
・休憩コーナーの設置
・サイン表示の充実等
・出張カウンセリング・出張セミナー
・顧客満足度調査、利用者の声コー
ナー等の設置等

左記と同じ
（選定時）事業計画
書５（２）

・出張カウンセリング・出張セミナー（ヤング
177回実施）
・顧客満足度調査の実施
・ご利用者ご意見箱の設置及び対応の公表
・関係機関情報コーナーの設置
・サイン表示の充実（１階ディスプレイでの案
内表示）等

◎
○

×2 ○

19 利用の状況
利用者数（環境の変化など外部要因
を考慮）
貸出施設稼働率

新規利用者数　26,067名
貸出施設稼働率　31.5%(多摩)

過去3ヵ年の平均
令和4年度実績

・新規利用者数31,962人
・（多摩）稼働率35.70％（令和4年度実績）

123％
113％

◎ ×1 ○

20
利用促進への取組（広
報、PR等）

メールマガジン・ホームページの更
新、広報・PR活動等

・メールマガジン：１回／月
・ホームページの更新：随時
・広報、PR活動の実施

（選定時）事業計画
書５（３）

・メールマガジン：１回／月
・ホームページ等の更新：随時
・広報、PR活動の実施
・しごとセンターの紹介動画（15秒version、
30秒version）を作成し、次年度YouTube広
告等に活用予定。

○ ×2 ○

21 利用者ニーズ把握
貸出施設利用者アンケート満足度
東京しごとセンター利用者アンケート

・貸出施設利用者アンケート満足
度　90.3％以上
・東京しごとセンター利用者アン
ケート満足度
88.8％以上

過去3ヵ年の平均

・貸出施設利用者アンケート満足度
100.0%
・東京しごとセンター利用者アンケート満足
度
88.5％

111％
100％

◎ ×2 ○

22 苦情等への対応 事例検討会の実施 1回／月
・各コーナーの困難者事例検討（5回）
・ヤングコーナーの事例検討（12回）
・シニアコーナー事例検討会（10回）

225% ◎ ×1 ○

23
都の政策との連動に向
けた取組

都との連携（しごとセンター運営会議
等）
区市町村との連携（市町村事例検討
会・区市町村会議）
センター内での連携（入居機関会議）
等

・しごとセンター運営会議：1回／月
・市町村事例検討会：2回／年
・区市町村会議：1回／年
・入居機関会議：2回／年

・しごとセンター運営会議：1回/月
・市町村事例検討会：2回／年
・区市町村会議：1回（書面開催）
・入居機関会議：1回
（第1回は書面開催、第2回は令和4年2月末
より一時滞在施設の指定解除により、一時滞
在施設対応訓練が実施されなかったため、
開催せず）

100%
100%
100%
100%

◎ ×1 ○

24 都の施策への協力 都の施策と連携した対応 随時
・「長期失業者等に向けたフォローアップ支
援」事業に係る連絡調整会議（6回）

― ◎ ×2 ○

事
業
効
果

事
業
の
取
組

事業計画どおりのサービスが提供されているか

【特記事項】
○「18　サービス向上に向けた取組」について、低層階の大規模工事改修終了により関係機関情報コーナーを再設置したことに加え、サイン表示の充実等について新たに総合案内脇にデジタルサイネージを設置してより充実を
図ったことを評価する。なお、休憩コーナーの設置については、4階と5階の工事終了後の令和6年7月再設置に向けて調整を進めた。
○「19　利用の状況　貸出施設稼働率」について、令和5年度は飯田橋は大規模改修により貸出休止であったため評価を実施せず、多摩は令和4年度から貸出を開始したため令和4年度実績を計画値として評価を実施する。
○「20　利用促進への取組(広報、ＰＲ等)」について、YouTube広告に活用できる15秒と30秒の紹介動画を作成する等、効果的な事業ＰＲに向けて取り組んだことを評価する。

利
用
者
の
反
応

利用者の満足を得られているか。

【特記事項】
○「21　利用者ニーズ把握」について、貸出施設利用者アンケートでは全ての利用者が総合的な満足度に対して「非常に満足」「満足」と答えており、利用者から高い評価が得られている。
○「22　苦情等への対応」について、アフターコロナの影響も受けて心理的に不安定な利用者からの意見や苦情の増加傾向に伴い、困難者事例が増加傾向であったため、各コーナーでの事例を共有する等、事例検討会を重ね
て対応した。

行
政
目
的
の
達
成

行政と連携を図り施設の目的を達成しているか。

【特記事項】
○＜評価の特例＞「23　都の政策との連動に向けた取組」について、入居機関会議は、大規模改修工事の開始に伴い一時滞在施設の指定が解除されたことにより、2回目の実施を中止したことから達成率を100％に補正換算
して評価する。
〇「24　都の施策への協力」について、職業能力開発機関との連携強化等、東京都の雇用就業支援事業を着実に実施したことを評価する。
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【別紙1】

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

若年者の雇用就業支援

若年者の雇用就業支援事業

様々な職業情報の提供

情報コーナーの設置
職業適性診断システム の導入、
閲覧用図書及び求人情報誌等の整備・充実　等

実施 100% ○

就職スキルアップ支援

就職支援アドバイザー 20ポスト

求職者への個別就職指導（カウ ンセリング、導入相談

等）、
グループカウ ンセリングによる就職指導、
各種セミナー等の企画、調整、実施、
ハローワ ーク等連携機関との連絡、調整
若者しごとホットラインの実施　等

20ポスト 100% ○

出張型支援 120回

公的機関を活用することに対して消極的な層や無関
心な層、就職活動に自信を喪失している層に向け
て、しごとセンターのサービスを出張型で提供する。
併せて新規登録を促し、来所を誘導する

177回 148% ○

就活実践力養成講座 100回
就職に役立つ知識やスキルを学ぶことができる１回
完結型セミナーを開催

106回 106% ○

能力開発コース 50人
資格等を活用した就職を希望される方向けに資格取
得等のための支援講座等を開催

9人 18% ○

若年者就職力アップ事業 100人
無職または非正規雇用者として働く若者に対し、コ
ミュニケーション等の基礎能力や職務能力を向上さ
せるためのプログラムを提供

102人 102% ○

若年者早期就職支援事業 252人
非正規雇用者として働く若者に対し、短期間のグ
ループワ ークと個別カウ ンセリ ングの組み合わせ及
びU－３５と連携したメニューを提供

257人 102% ○

新卒学生フォローアップ事業 40人
就職活動が進まない学生に対して、仲間づくりやグ
ループディスカッション対策のためグループワ ークを
主体とした短期集中型のプログラム を提供

55人 138% ○

4回 若年者を対象とした合同面接会を開催 4回 100% ○

合同企業説明会
若年者向け合同企業説明会　10回

新卒向け合同企業説明会　6回

大企業指向等によるミスマッチ解消のため、若年者
の採用に意欲的な中小企業と若年者が交流できる
合同企業説明会を実施

若年者向け合同企業説明会　10回
新卒向け合同企業説明会　6回

100% ○

中小企業見学 50回
中小企業の理解を促すため、企業に赴いて、中小企
業の現場を体験できる見学会を実施

128回 256% ○

合同企業説明会直前対策セミナー 10回
合同企業説明会を効果的に活用し、応募の促進に
つなげるための、直前対策セミナーを実施する。

10回 100% ○

面接対策セミナー 13回
面接会等を通じた就職決定を支援するため、就職面
接会の上手な活用方法と、模擬面接をセットにした
セミナーを実施する。

13回 100% ○

業界職種研究ライブラリ ーの設置

企業研究や職種研究に特化した
カウ ンセリ ング

登録企業数　1000社
業界職種勉強会　24回

都内中小企業等の事業内容や自社PR等の公開及
びアドバイザーを通じた求職者への情報提供
セミナーと企業訪問をセットにした業界職種勉強会
の実施

企業研究や職種研究に特化した
カウ ンセリング

登録企業数　1151社
業界職種勉強会　24回

115%
100%

○

採用・育成サポートセミナー 12回

合同企業説明会等を通じた採用ノウ ハウ を伝達する
セミナーを実施する。また、早期離職防止のため、人
材育成に力を入れている企業の社長等を講師に迎
えセミナーを実施する。

12回 100% ○

採用・育成に関する好事例の提供 40回
若年者の採用や人材育成に関する企業の好事例を
取材し、ライブラリー登録企業に対してメールマガジ
ンを配信する。

40回 100% ○

若年者の職場定着支援事業

社会人基礎力プログラム
基礎編　3回
応用編　3回

中小企業に在職する概ね29歳以下の正社員のうち、入社
1年以内の者に対し、社会人としての基礎力向上を支援す
るメニューを実施

基礎編　3回
応用編　3回

100% ○

キャリ ア形成プログラム
基礎編　3回
応用編　3回

職種別セミナー　3回

中小企業に在職する概ね29歳以下の正社員のうち、入社
3年以内の者に対し、キャリア形成等を支援するメニューを
実施

基礎編　3回
応用編　3回

職種別セミナー　3回
100% ○

参加者交流会 3回
経営者や先輩社会人との意見交換や同世代とのグループ
ワ ーク等、交流会を実施

3回 100% ○

育成担当者向け早期離職防止セミナー 2回
若手社員の育成担当者向けに早期離職を防止するため
の人材育成ノウ ハウ等を提供

2回 100% ○

管理者向け早期離職防止セミナー 2回
管理者向けに早期離職を防止するための人材育成ノウ ハ
ウ 等を提供

2回 100% ○

早期離職防止ガイドブック 2000部
早期離職防止のノウ ハウ 等をまとめたガイドブックを
作成し配布

2000部 100% ○

就活バックアップ事業

大学等就職支援者向けセミナー 2回
企業交流会 2回

 保護者向けセミナー　1回
保護者向け中小企業見学　2回

新卒者等の就職活動の間接的支援を促進するた
め、大学等就職支援者及び新卒者等の保護者を対
象とした事業を実施

大学等就職支援者向けセミナー 2回
企業交流会 2回

 保護者向けセミナー　2回
保護者向け中小企業見学　2回

114% ○

20校
都内高校に講師を派遣して、高校生の就業意識を
醸成する内容の啓発講座を、学校の要望に沿った
形で実施

22校 110% ○

就活アプローチ事業
プログラム 　4回

セミナー　2回

就職活動に踏み出せない若年者に対し、専門的なノ
ウ ハウ を有する専門機関を活用し、支援メニューを
実施

プログラム 　4回
セミナー　2回

100% ○

セミナー等オンラインによる事業実施 実施 100% ○

項目数 計　26　項目 5 20 1
30点

評価：水準どおり

※１ 各項目　水準を上回る（2点）：110％以上または新しい取組や工夫があった場合、水準どおり（1点）：109％～91％、水準を下回る（0点）：90％以下

※２ 合計　　水準を上回る：「標準点の1.25倍（小数点以下切上）」点以上
　　　　　　　　水準どおり：「標準点の0.88倍（小数点以下切捨）＋１」点以上 かつ ｢標準点の1.25倍（小数点以下切上）－１」点
　　　　　　　　水準を下回る：「標準点の0.88倍（小数点以下切捨）」点以下

備考内容

若者と企業マッチング支援

若年者合同面接会

オンライン化対応

規模（概ね）区分 達成率

高校生向け就業意識啓発講座

点数
（標準点 26 点）

評価
実績(R5)

10 20 0
33点以上：水準を上回る

23点から32点：水準どおり
22点以下：水準を下回る
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【別紙2】

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

中高年の雇用就業支援

中高年の雇用就業支援事業

アドバイザーによる支援

キャリアカウンセラーの配置 32ポスト

就職支援アドバイザーとしての役割を持つキャリ アカウ ン
セラーを配置
求職者に対する個別カウ ンセリングを実施
求人情報等の提供や職業紹介を実施

32ポスト 100% ○

求職活動支援セミナー

小規模セミナー 372回
「自己理解促進」、「就職対策支援」、「応募活動支
援」、「自律活動支援プログラム」、「在職者支援」を
開催

512回 138% ○

大規模セミナー 6回
求人市場の現状確認や今後の求職活動の進め方
などに関するセミナーを開催

8回 133% ○

能力開発コース

再就職基礎講座 300人
求人市場で求められている職業人としての能力を
身につける短期講座を開催

719人 240% ○

スキルアップ講座 200人
パソコン操作技術に乏しい求職者に対し、ビジネス
で役立つパソコン技術を身につける講座を開催

937人 469% ○

資格取得等支援講座 200人
資格等を活用した就職を希望される方向けに資格
取得等のための支援を実施

118人 59% ○

雇用就業情報の提供 求職活動に活用できる情報を提供 実施 100% ○

小規模就職面接会の実施 6回 隔月開催で小規模の合同就職面接会を開催 6回 100% ○

ミドルアフターのキャリアチェンジ支援

ジョブコーディネーターによる支援 3ポスト
就職困難層へきめ細やかなサポートを行い、キャリ
アチェンジを促すとともに、企業と求職者とのマッチ
ングを実施

3ポスト 100% ○

キャリアチェンジセミナー 180人
ミドルアフター層向けに、キャリアチェンジを念頭に
置いたセミナーを実施

189人 105% ○

職種理解・職場体験プログラム 60人
キャリアチェンジセミナーの受講者を対象に、企業
内実習の機会を提供

210人 350% ○

合同企業説明会 180人
キャリアチェンジ促進を目的とした合同企業説明会
実施

103人 57% ○

非正規就業者向けアプローチセミナー 360人
就職氷河期世代を対象に、各自のマネープラン作
成、世代別の生活設計、キャリアアップ等について
のセミナーを実施

248人 69% ○

ミドル版ワークスタート支援プログラム 45人
中高年の就職困難層を対象に、就労準備支援とし
て、自信回復、職場で必要な基礎能力の付与及び
就労体験等を組み合わせたプログラムを提供

46人 102% ○

氷河期世代向け合同面接会 420人
氷河期世代向けに更なる支援の拡充を図るために
合同面接会を実施

589人 140% ○

セミナー等オンラインによる事業実施 実施 100% ○

非正規向け特別支援

非正規向け求職活動支援

非正規向け求職活動支援セミナー 6回
正社員の経験が少ない求職者を対象に、求職活動
に必要な情報を提供

6回 100% ○

非正規向けパソコン講座
スキルアップ講座 130人

資格取得等支援講座 　80人
就職にあたっての必須とされているパソコンスキル
等を付与する講座を開催

スキルアップ講座 158人
資格取得等支援講座 150人

122%
188%

○

就活エクスプレス事業

グループワ ーク 500人
キャリアの振り返り（「強み」の発見）や職場訪問等
による中小企業理解、応募書類作成等、5日間のグ
ループワークを実施

308人 62% ○

ジョブコーディネーターによる支援 6ポスト
中小企業の採用や人材活用等に精通した者を配置
し、個別の求人開拓や正社員登用型求人の活用に
よりマッチングを支援

7ポスト 117% ○

合同面接会 12回
非正規雇用経験者の正社員採用に意欲的な企業
を開拓し、合同面接会を開催

12回 100% ○

短期集中コース 120人
グループワ ークへの継続参加が困難な者に対し、
短期集中型セミナー（1日）を実施

142人 118% ○

項目数 計　22　項目 9 9 4
27点

評価：水準どおり

※１ 各項目　水準を上回る（2点）：110％以上または新しい取組や工夫があった場合、水準どおり（1点）：109％～91％、水準を下回る（0点）：90％以下

※２ 合計　　水準を上回る：「標準点の1.25倍（小数点以下切上）」点以上
　　　　　　　　水準どおり：「標準点の0.88倍（小数点以下切捨）＋１」点以上 かつ ｢標準点の1.25倍（小数点以下切上）－１」点
　　　　　　　　水準を下回る：「標準点の0.88倍（小数点以下切捨）」点以下

備考

オンライン化対応

点数
（標準点 22 点）

28点以上：水準を上回る
20点から27点：水準どおり

19点以下：水準を下回る
18 9 0

区分 規模（概ね） 内容 実績(R5) 達成率
評価
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【別紙3】

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

高齢者の雇用就業支援

高齢者の雇用就業支援事業

中小企業向け人材開発

人材開発コースの開発等
1プロジェクト

1コース
1団体

協働関係団体から推薦された委員等で構成する人材確保
共同PT推進委員会、コース開発（改善）PT委員会を設置
し、人材開発コースを開発・改善
新たな協働団体の開拓及び可能性の調査を実施

1プロジェクト
1コース

1団体
100% ○

人材開発コースの実施 20コース
中小企業向け人材開発コースの実施
コース説明会の開催、コース実施推進員の設置
人材開発コース普及啓発リーフレットの作成

20コース 100% ○

4回

中小企業団体の協力により、中小企業に再就職を目指す
ために必要な基礎知識や働き方を身につけるための講習
を実施
「人材情報」（修了生情報）の更新及び参加募集

4回 100% ○

就業支援総合セミナー

定年退職後の働き方を考えるセミナー 10回・個別相談
再就職活動のプロセスを網羅した内容に、高齢者特有の
再就職状況を加味した総合的なセミナーを実施
セミナー受講後、希望者に個別相談を実施

10回・個別相談 100% ○

シニア予備群向け出張セミナー 25回

企業等に講師を派遣し、概ね50歳から60歳代前半
の従業員（シニア予備群）を対象に、退職後のキャリ
アビジョンや高齢期の働き方を考えるセミナーを実
施することで、退職後の再就職等に向け準備を始め
る意識啓発やアドバイスを実施

25回 100% ○

高齢者向け相談の実施等

高齢者向け相談の実施

再就職等に係る高齢者からの相談に幅広く対応
職業選択チェックの実施
応募書類作成における個別添削
就職活動の各段階ごとに気づきを促すワ ークシートの作
成・活用

実施 100% ○

基本セミナー 3100人
就職活動に必要なノウ ハウを提供するセミナーを開
催

5186人 167% ○

実践セミナー 360人 テーマごとに実践的なセミナーを開催 244人 68% ○

就活スタート 720人
就活を始めるに当たり、マインドチェンジやキャリア
チェンジの重要性を提供

1350人 188% ○

就活応用Ⅰ 210人
再就職経験者の体験談とグループワ ークを通じてイ
メージを具体化

303人 144% ○

就活応用Ⅱ 150人
高齢者の求人が多い業界・職種について、企業側
関係者による解説

170人 113% ○

シニアの社会参加サポートプログラム 120人
多様な働き方について就業相談機能を活用
基本的知識を整えるためのセミナー及びグループ
ワークを開催

148人 123% ○

シニアのパソコンスキルアップ講座

入門編
初心者コース5回
入門コース12回

初心者コース5回
入門コース12回

100% ○

基礎編
ワード基礎コース12回

エクセル基礎コース20回
パワ ーポイントコース7回

ワ ード基礎コース12回
エクセル基礎コース19回
パワーポイントコース8回

100% ○

応用編
ワード応用コース5回

エクセル応用コース8回
ワード応用コース6回

エクセル応用コース8回
108% ○

65歳以上のシニア対象職場体験事業 100人 65歳以上のシニアを対象とした職場体験を実施 146人 146% ○

情報提供

情報提供
高齢者就業に関する情報を就業相談時に業務端末
から相談者に対し提供

実施 100% ○

業務支援
相談者の登録管理、人材開発コースの受講者管理
相談業務統計等の集計処理業務等

実施 100% ○

1800人
国との連携により、高齢者のマインドチェンジやキャ
リアチェンジを促すセミナーを都内全域で実施

2248人 125% ○

シニア合同面接会 320人
年４回、シニアの合同面接会を開催し、企業と高齢
求職者の迅速なマッチングを図る。

432人 135% ○

はつらつ高齢者就業機会創出の支援

情報システムの運用等

情報提供
ハローワーク求人情報を高齢システムを通じてアク
ティブシニア就業支援センターに選別・配信

実施 100% ○

業務支援

アクティブシニア就業支援センターの無料職業紹介
事業に係る各種情報を高齢システムで管理
相談業務統計等の集計処理業務に蓄積データを活
用

実施 100% ○

ネットワ ーク
アクティブシニア就業支援センターと通信回線を接
続し、高齢者就業相談業務の支援、情報の共有化、
業務の効率化・高度化を実現

実施 100% ○

2回
広域広報の実施によるアクティブシニア就業支援セ
ンターの認知度向上、求人開拓支援を図る

2回 100% ○

地域別合同就職面接会の共催 2回
アクティブシニア就業支援センターと共催し、地域の
高齢者と求人事業所との合同面接会を実施

6回 300% ○

新任研修　年2回
開所準備　随時

実務研修　年6回

アクティブシニア就業支援センター職員に対して、職
業相談等の基礎知識・技法を付与するための研修
を実施

新任研修　年２回
実務研修　年６回

100% ○

960人
アクティブシニア就業支援センターと連携し、地元近
隣企業への就業を目的としたセミナー、合同面接会
及び就職相談を実施

1215人 127% ○

セミナー等オンラインによる事業実施 実施 100% ○

項目数 計　28　項目 10 17 1
37点

評価：水準を上回る

※１ 各項目　水準を上回る（2点）：110％以上または新しい取組や工夫があった場合、水準どおり（1点）：109％～91％、水準を下回る（0点）：90％以下

※２ 合計　　水準を上回る：「標準点の1.25倍（小数点以下切上）」点以上
　　　　　　　　水準どおり：「標準点の0.88倍（小数点以下切捨）＋１」点以上 かつ ｢標準点の1.25倍（小数点以下切上）－１」点
　　　　　　　　水準を下回る：「標準点の0.88倍（小数点以下切捨）」点以下

自所開拓求人の充実に向けた支援

区分 規模（概ね） 内容 実績(R5) 備考

中小企業向けエキスパート人材開発プロ
グラム

高齢者向け再就職活動支援セミナー等の実施

シニアコーナー利用者のパソコンスキル向上を図
り、円滑な就職活動に結びつけるため、新たに「パソ
コンスキルアップ講座」を実施

生涯現役社会推進事業

達成率
評価

20 17 0

アクティブシニア就業支援センター職員
の育成

シニア就業支援キャラバン

オンライン化対応

点数
（標準点 28 点）

35点以上：水準を上回る
25点から34点：水準どおり

24点以下：水準を下回る
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【別紙4】

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

多様な働き方に対する支援

総合相談窓口等の設置

相談員の配置 6ブース
利用者の導入部分における総合的な相談を実施
年齢横断的サービスなどについての初期相談を実
施

6ブース 100% ○

情報コーナーの運営
パソコンでの応募書類作成や書籍閲覧などができ
る情報コーナーを運営

実施 100% ○

事業所相談
事業主を対象とした事業について相談・情報提供
求人預かり

実施 100% ○

専門相談窓口の設置

週3日 起業・創業希望者への個別相談を実施 週3日 100% ○

職業適性相談 週5日
職業適性検査を実施
職業適性に関する個別相談を実施

週5日 100% ○

NPO・ボランティアなど多様な働き方相談 週5日
NPO・ボランティア等の多様な働き方に関する情報
を提供

週5日 100% ○

社会保険・年金相談 週2日
生活設計の基礎となる保険・年金等に関する相談
を実施

週2日 100% ○

メンタルケア相談 週2日
しごとセンター利用者のうち、メンタル不安等就職困
難者に対する支援等を実施

週2日 100% ○

多様な働き方情報の収集・提供

多様な働き方セミナー
24回

25回（区市町村分）

様々な働き方、ワークスタイルについて情報提供を行うと
ともに、働くことに関わる関連知識、ノウハウについて身
につけることのできるセミナー(区市町村と連携したセミ
ナーも含む）を開催

24回 100% ○

多様な就業に関する情報の収集
各種団体のヒアリ ングや実態調査を実施
情報コーナー図書の整備・充実により最新の情報を
収集

実施 100% ○

NPOなどでの就業体験 20人
NPO等での就業を希望する者などを対象に短期間
の就業体験機会を提供

5人 25% ○

就業を支援する情報サイトの運営 求人情報など多様な就業を促進するサイトを運営 実施 100% ○

就職件数など事業実績の把握
来所者の就業状況を把握
就職後の定着状況についての把握、分析を実施

実施 100% ○

SNS等を活用したオンライン就職支援窓口の設置

オンライン就職支援窓口の設置 週6日　３ポスト

専任のキャリ アカウ ンセラーを配置し、全ての求職
者を対象に、LINE、電話、オンラインで相談できる
「オンライン就職支援窓口」を設置し、就職活動全般
についてのキャリ アカウ ンセリングを実施

週6日　３ポスト 100% ○

求職活動支援セミナー（オンライン配信） ６コンテンツ
雇用情勢の説明、就活のノウ ハウ 提供、各種支援
策の紹介、しごとセンター事業紹介等にかかるセミ
ナーをオンラインで配信

求職活動支援セミナー動画
（制作18本、

配信27本、視聴回数：90,963件）
450% ○

業界連携再就職支援事業

業界連携再就職支援事業
短期講習プログラム　12コース

程度
合同企業面接会　12回程度

人材を確保したい業界団体と連携し、業界知識と技
能を付与する短期間の講習プログラムと業界傘下
企業とのマッチングを組み合わせた再就職支援を
実施

短期講習プログラム　12コース
合同企業面接会　12回

100% ○

デジタル・ビジネススキル習得支援事業

デジタル・ビジネススキル習得支援事業
２週間コース　14回
１か月コース　26回

キャリアカウ ンセリ ングを受診した求職者に対し、デ
ジタル・ビジネススキルを習得する講習を開講

２週間コース　14回
１か月コース　26回

100% ○

ローコードによるアプリ 作成スキル習得支援事業

ローコードによるアプリ作成スキル習得支援事業 200人
オフィスソフトの知識ある求職者に対し、ノーコード・
ローコードによるアプリ 作成スキルを提供する講習
を実施

219人 110% ○

就労困難者特別支援事業

就労困難者特別支援事業 180人

就労困難者に対する支援窓口を設置し、キャリアカ
ウ ンセラー等によるチーム支援を構成することで、
利用者の社会的自立及び就労の準備性の向上を
目指す

190人 106% ○

長期失業者等に向けたフォローアップ支援

連絡調整会議の運営
雇用就業部、能力開発センターと連携し情報共有
の場を設定、訓練メニューの紹介

実施 100% ○

各種支援メニューの案内
トライアル就労の提供、専門サポートコーナーへの
案内

実施 100% ○

専用アプリ の運営・改修、各種SNSを活用した支援
メニューの周知、各種広報媒体等を活用したPR

実施 100% ○

オンライン就職面接支援事業

オンライン就職面接支援事業 テレワ ークＢＯＸ２台設置
オンライン就職面接の模擬実施を可能とするテレ
ワ ークＢＯＸを飯田橋と多摩に設置し、アドバイザー
によるオンライン面接対策に活用する

テレワークＢＯＸ２台設置 100% ○

項目数 計　23　項目 1 21 1
23点

評価：水準どおり

※１ 各項目　水準を上回る（2点）：110％以上または新しい取組や工夫があった場合、水準どおり（1点）：109％～91％、水準を下回る（0点）：90％以下

※２ 合計　　水準を上回る：「標準点の1.25倍（小数点以下切上）」点以上
　　　　　　　　水準どおり：「標準点の0.88倍（小数点以下切捨）＋１」点以上 かつ ｢標準点の1.25倍（小数点以下切上）－１」点
　　　　　　　　水準を下回る：「標準点の0.88倍（小数点以下切捨）」点以下

起業・創業への支援

備考区分 規模（概ね）

0

内容 実績(R5) 達成率
評価

点数
（標準点 23 点）

29点以上：水準を上回る
21点から28点：水準どおり

20点以下：水準を下回る
2 21

「TOKYO　就職　Navi」の運営
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【別紙5】

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

女性の雇用就業支援

女性再就職支援窓口等の運営

アドバイザーによる支援 5ポスト

就職支援アドバイザーとしてキャリ アカウ ンセラーを
配置し、個別カウ ンセリングを実施
求人情報の提供や職業紹介、仕事と家庭を両立し
ながら働くためのアドバイス、保育に関する相談の
実施等

5ポスト 100% ○

ミニセミナーの実施 100回
課題別・活動段階別支援のため、少人数のグルー
プワ ークを中心としたミニセミナーを実施

120回 120% ○

就職面接会等の実施 10回
書類選考を経ない面接機会確保のため、小規模の
就職面接会を実施

32回 320% ○

雇用就業情報等の提供
求職活動に活用できる情報の提供
各行政機関等の子育て支援情報や保育施設の情
報、仕事と家庭の両立に関する情報の提供等

実施 100% ○

キッズスペースの設置
子ども連れでも安心して来所できるよう、キッズス
ペースを設置

実施 100% ○

4回
（レディGO！Projectプラス4回）

応援テラスの各種事業や再就職事例、家庭と仕事
を両立している著名人による講演等を内容とするセ
ミナーを実施

4回 100% ○

100人
ブランクのあいた女性や子育て中の女性のために
職場見学を実施

44人 44% ○

150人
区市町村と連携した子育て女性向けの再就職支援
イベントを実施

43人 29% ○

セミナー等オンラインによる事業実施 実施 100% ○

女性再就職支援事業

女性再就職サポートプログラム等

女性再就職サポートプログラムの実施

11回
基礎知識や業界事情、最新のスキルを身につける
能力開発に加えて職場体験までを組み合わせた総
合的な支援プログラム を実施

11回 100% ○

3回
サポートプログラム受講修了後、未就職の受講生
に対して、グループワ ークを中心としたセミナーなど
を実施

11回 367% ○

女性向け在宅ワ ークセミナー 45人
家庭の事情等により自宅で働くことを希望する女性
向けに、在宅ワ ーク等に関する基本的な情報を提
供するセミナーを実施

58人 129% ○

レディGo！ワ クワ ク塾 3期
働くイメージを高めるとともに、再就職への準備に
必要なことを習得できる講座を実施、併せて短期イ
ンターンシップを実施

3期 100% ○

合同就職面接会の実施 6回
早期再就職を目指す女性求職者に対し、１日で複
数企業との面談・面接ができる合同面接会を実施
する。

6回 100% ○

託児室の運営等
センターに設置した託児室の運営
子育て女性向け再就職支援イベント等の実施に伴
う託児については、施設借り上げにより実施

実施 100% ○

女性しごと応援キャラバン事業

地域女性就業相談会　83回
キャリアカウ ンセラー　飯田橋2

ポスト、多摩1ポスト
求人開拓員　飯田橋1ポスト

都内各区市町村においてキャラバン型のセミナー
及び就職相談を実施、セミナー等受講後キャリアカ
ウ ンセリング及び求人開拓の実施

地域女性就業相談会　83回
キャリアカウ ンセラー　飯田橋2

ポスト、多摩1ポスト
求人開拓員　飯田橋1ポスト

100% ○

項目数 計　16　項目 4 10 2
18点

評価：水準どおり

※１ 各項目　水準を上回る（2点）：110％以上または新しい取組や工夫があった場合、水準どおり（1点）：109％～91％、水準を下回る（0点）：90％以下

※２ 合計　　水準を上回る：「標準点の1.25倍（小数点以下切上）」点以上
　　　　　　　　水準どおり：「標準点の0.88倍（小数点以下切捨）＋１」点以上 かつ ｢標準点の1.25倍（小数点以下切上）－１」点
　　　　　　　　水準を下回る：「標準点の0.88倍（小数点以下切捨）」点以下

備考

点数
（標準点 16 点）

20点以上：水準を上回る
15点から19点：水準どおり

14点以下：水準を下回る
8 10 0

実績(R5) 達成率
評価

内容

女性再就職サポートプログラム
フォローアップセミナー

女性再就職サポートプログラム

規模（概ね）区分

啓発セミナー

職場見学の実施

子育て女性向け再就職支援イベントの実
施

オンライン化対応
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【別紙6】

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

しごとセンターの多摩地域展開

しごとセンター多摩の管理運営 しごとセンター多摩の管理運営

しごとセンター多摩の建物維持管理

立川駅南口 東京都・立川市合同施設の建物維持
管理

実施 100% ○

しごとセンター多摩事業

総合相談サービス

総合案内 利用者の導入部分で総合的にサービスを案内 実施 100% ○

情報コーナーの運営
パソコンでの応募書類作成や情報検索のほか、書
類閲覧も可能な情報コーナーを運営

実施 100% ○

事業所相談
事業主向けのサービスとして、定着支援等に関する
相談に応ずる

実施 100% ○

全年齢層に対する基幹サービスの提供

キャリアカウンセリング 12ポスト
利用者の適性や就職に向けた希望条件を勘案しつ
つ、現実の求人市場を踏まえ、就職活動に関する
幅広いサービスを提供

12ポスト 100% ○

就職ノウ ハウセミナーの実施 36回
求職者に求人市場の現状確認をさせ、今後の求職
活動の進め方などを指導

78回 217% ○

能力開発コースの実施 24回
就職にあたっての必須要件とされているパソコン操
作技術に乏しい求職者に対して技術を付与

24回 100% ○

土曜就活セミナーの実施 40回
平日に時間の取れない方を主な対象に、毎回仕事
に関するテーマを設定して必要な知識を付与

42回 105% ○

ターゲットを絞ったサービス提供

既卒等若年者向け就職面接会 20回
既卒者等のうち特に支援が必要な方を中心に、就
職面接会を開催

20回 100% ○

定年等退職者に対する支援 3回
再就職活動のプロセスを網羅した内容に、高齢者
特有の再就職状況を加味した総合的なセミナーを
実施

3回 100% ○

アフターフォロー事業 22回
アフターフォローアドバイザーの設置、就職後間も
ない社員・中小企業向けの定着支援等セミナーの
開催

30回 136% ○

広域多摩就職応援プログラム 10回
カウンセリング、セミナーを併せて行う面接会イベン
トを、南部地域も含め、多摩地域において広域的に
実施

10回 100% ○

新卒支援事業

面接対策セミナー 5回
就職面接会の上手な活用方法（企業の回り方）と模
擬面接をセットにしたセミナーを実施

5回 100% ○

合同企業説明会 5回
新卒採用活動中の企業を集めた合同企業説明会
を実施

5回 100% ○

中小企業見学会 15回
新卒者等の中小企業の理解を促進するため、合同
企業説明会に参加した企業に赴いて、中小企業の
現場を体験できる見学会を実施

26回 173% ○

大学等就職支援者向けセミナー 2回
東京しごとセンター多摩の就職支援に関するノウハ
ウを活用し、大学のキャリアセンター職員等を対象
に、新卒者等の就職支援に関するセミナーを実施

2回 100% ○

保護者向けセミナー 1回
若年者の志望先決定に大きな影響力を持つ保護者
を対象に、若年者の就職の現状や中小企業の理解
を高めるセミナーを実施

1回 100% ○

保護者向け中小企業見学会 1回
若年者の志望先決定に大きな影響力を持つ保護者
が、中小企業の現状を理解できるよう、大学等と連
携して中小企業の現場を体験できる見学会を実施

1回 100% ○

多摩地域若者・中小企業交流支援事業

講師派遣 125回
中小企業交流会に先立ち、効果的事業実施に向
け、中小企業の魅力や適職探しのポイントなどにつ
いて学生に理解の場を提供

123回 98% ○

企業研究・業界研究セミナー 300人
専門家による当日参加予定の企業・業界研究を中
心としたセミナーの実施

145人 48% ○

人事担当者向けセミナー 40社
企業人事担当者向け、自社の魅力の伝え方、人材
確保の採用戦略等に関するセミナーの実施

40社 100% ○

オリエンテーション 300人
参加者同士のコミュニケーションを図り、交流会で
の企業に対する質問等を考えるワークの実施

150人 50% ○

若者・企業交流会 10回
多摩地域の学生を対象に、企業経営者等との交流
会を実施

10回 100% ○

企業見学会・職場体験の実施 10回
参加者の希望業界及び職種に対する更なる理解促
進を目的として、交流会参加企業への企業見学会・
職場体験の実施

35回 350% ○

地域と連携した就業支援

就業支援事例検討会 2回
市町村の就業支援担当者向けに、就業支援におけ
る課題を検討する事例検討会を開催

2回 100% ○

企業向けセミナー 1回

多摩地域の企業に対して、中小企業団体等と連携
して、企業の好事例の紹介、早期退職者を生み出
さないような企業の雇用環境作り等を内容としたセ
ミナーを実施

1回 100% ○

企業説明会 1回
多摩地域の中小企業に対し、自ら企業ＰＲ等を行う
場を設け、求職者を多摩地域の中小企業へ誘導す
るような企業説明会を実施

1回 100% ○

合同就職面接会
大規模面接会  　4回

地域連携型就職面接会　12回

大規模面接会及び多摩地域をブロックに分け、ブ
ロック内自治体や経済団体等と密接に連携した面
接会を実施

大規模面接会  　4回
地域連携型就職面接会　12回

100% ○

地域セミナー 20回
面接直前・事前対策として、求職者向けセミナーを
実施

20回 100% ○

女性向けサービス

女性再就職支援窓口等の運営

女性しごと応援テラス多摩の設置
多摩地域に、女性に対する専門の相談支援機関を
設置し個別カウ ンセリング及びセミナーを実施する
とともに、託児スペース付きで設置

実施 100% ○

実績(R5) 達成率
評価

備考区分 規模（概ね） 内容

立川駅南口 東京都・立川市合同施設の
建物維持管理
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【別紙6】

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る
実績(R5) 達成率

評価
備考区分 規模（概ね） 内容

キャリアカウンセリング 2ポスト
利用者の適性や就職に向けた希望条件を勘案しつ
つ、現実の求人市場を踏まえ、就職活動に関する
幅広いサービスを提供

2ポスト 100% ○

ミニセミナー 30回
利用者の抱えている課題別・活動段階別の支援と
して、一方的な知識やノウハウの付与だけではな
く、グループワ ークを通して、自らの気づきを促す

40回 133% ○

啓発セミナー 1回
再就職に関心のある女性を対象に啓発セミナーを
実施し、女性の再就職の促進を図る

1回 100% ○

女性再就職支援事業

女性再就職サポートプログラム
6回

フォローアップセミナー　3回

女性が再就職しやすい職種をコーステーマとして、
基礎知識や業界事情、能力開発、企業人事担当者
との意見交換の場の設置等を組み合わせた総合的
な支援プログラムを実施
受講修了者への確実なフォロー体制も構築

女性再就職サポートプログラム
6回

フォローアップセミナー　6回
133% ○

1回
区市町村と連携した子育て女性向けの再就職支援
イベントを実施

1回 100% ○

子育て応援！企業交流会 4回
育児等で家庭や地域から出にくい女性を対象に、
女性の活用に積極的な多摩地域の企業との交流
会を実施

4回 100% ○

託児室の運営を委託 実施 100% ○

セミナー等オンラインによる事業実施 実施 100% ○

項目数 計　38　項目 6 30 2
42点

評価：水準どおり

※１ 各項目　水準を上回る（2点）：110％以上または新しい取組や工夫があった場合、水準どおり（1点）：109％～91％、水準を下回る（0点）：90％以下

※２ 合計　　水準を上回る：「標準点の1.25倍（小数点以下切上）」点以上
　　　　　　　　水準どおり：「標準点の0.88倍（小数点以下切捨）＋１」点以上 かつ ｢標準点の1.25倍（小数点以下切上）－１」点
　　　　　　　　水準を下回る：「標準点の0.88倍（小数点以下切捨）」点以下

0

女性再就職サポートプログラム

点数
（標準点 38 点）

48点以上：水準を上回る
34点から47点：水準どおり

33点以下：水準を下回る
12 30

子育て女性向け再就職支援イベント　

オンライン化対応

託児室の運営等 
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【別紙7】

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

しごとセンターの管理運営

提供施設等の使用の承認
提供施設（講堂、セミナー室）及び附帯設備の使用
承認・貸出

実施 100% ○
貸出施設利用状況のとお
り。

「しごとセンター業務システム」の運営 一式 「しごとセンター業務システム」の管理運営 一式 100% ○

しごとセンターの建物維持管理 実施 100% ○

大規模改修工事に伴い、建
物内部等でのフロア移転を
行っただけでなく、建物管理
者として積極的に工事に関
わったことを評価する。

項目数 計　3　項目 1 2 0
4点

評価：水準を上回る

※１ 各項目　水準を上回る（2点）：110％以上または新しい取組や工夫があった場合、水準どおり（1点）：109％～91％、水準を下回る（0点）：90％以下

※２ 合計　　水準を上回る：「標準点の1.25倍（小数点以下切上）」点以上
　　　　　　　　水準どおり：「標準点の0.88倍（小数点以下切捨）＋１」点以上 かつ ｢標準点の1.25倍（小数点以下切上）－１」点
　　　　　　　　水準を下回る：「標準点の0.88倍（小数点以下切捨）」点以下

評価
備考

点数
（標準点 3 点）

4点以上：水準を上回る
3点から3点：水準どおり
2点以下：水準を下回る

2 2 0

達成率

しごとセンターの建物維持管理

区分 規模（概ね） 内容 実績(R5)
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【一次評価結果】

【確認事項】

１．財務状況

２．特命要件の継続

＜評価の内容＞

特記事項

○窓口業務の運営、カウンセリングや各種セミナー、面接会等の事業を着実に実施し、東京都の雇用就業支援
事業を推進したことは評価できる。

〇「都の施策への協力」について、職業能力開発機関との連携強化等、東京都の雇用就業支援事業を着実に
実施したことを評価する。
　
○[サービス向上に向けた取組」について、低層階の大規模工事改修終了により関係機関情報コーナーを再設
置したことに加え、新たに総合案内脇にデジタルサイネージを設置して、サイン表示についてより充実を図った
ことを評価する。

○引き続き、雇用情勢の変化や利用者の状況、今後の都施策等の展開に十分留意し、その時々の状況に
　 合致 した、より効果的な事業の実施が行われるよう、積極的な取組に努められたい。

評点

標準点
一次評価

結果

得点

要改善事項等

53点36点以下41点

CS

    B  ： 標準点0.88倍(小数点以下切捨て)+1点以上　かつ　標準点の1.25倍(小数点以下切上げ)-1点以下

「S」・「A」
「B」・「C」

評価基準

※ S  ： 標準点の1.33倍(小数点以下切上げ)点以上

    A  ： 標準点1.25倍(小数点以下切上げ)点以上　かつ　標準点の1.33倍(小数点以下切上げ)-1点以下

※ 評価項目が全て中位の評価を受けた場合の得点を標準点とする。

適切な実施状況 不適切な実施状況

特命要件の継続

特命要件が継続しているか

　しごとセンターは、雇用情勢の変動や都民ニーズに応じて、機動的に事業を行う施設であり、特命の前提と
なった施設の位置づけに変更はない。
　また、雇用就業分野における唯一の都の政策連携団体として、高齢者や障害者の就業支援のノウハウを活
用しながら国や都、民間事業者等と連携した事業展開を行っており、特命要件は継続している。

変更あり

実施

変更なし

指定管理者の財務状況

    C  ： 標準点の0.88倍(小数点以下切捨て)以下

事業の取組状況・進捗度

55点以上

A

52点以上
54点以下

B

37点以上
51点以下

東京都政策連携団体の特性と果たした役割

都との連携体制

団体の特性が十分に
発揮されている

団体の特性が十分に
発揮されてない

公益会計基準を導入しており、公認会計士による外部監査を取り入れ、適切に経理処理を行っている。
また、財務状況についても問題ない。

未実施

特命の前提となった施設の位置づけ
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資料３  

 

 

 

令和５ 年度 

 

東京都し ごと センタ ー指定管理者 

二次評価書 

（ 案）  

 

 

 

 

 

 

 

 

東京都し ごと センタ ー指定管理者評価委員会 



東京都し ごと センタ ー指定管理者評価委員会によ る 二次評価

４ 　 評価結果

１ 　 評価事業　 　 　 令和５ 年度東京都し ご と センタ ー事業

２ 　 指定管理者　 　 公益財団法人東京し ご と 財団

３ 　 評価内容等
　 　 　 　 　 　 　 　 評価内容
　 　 　 　 　 　 　 　  ・ 二次評価
　 　 　 　 　 　 　 　  ・ 管理状況
　 　 　 　 　 　 　 　  ・ 事業効果
　 　 　 　 　 　 　 　  ・ その他
　
　 　 　 　 　 　 　 　 評価基準　 　 　 ４ 段階
　 　 　 　 　 　 　 　  ・ 「 S」 ： 管理運営が優良であり 、 特筆すべき 実績
                          ・ 成果が認めら れた施設
　 　 　 　 　 　 　 　  ・ 「 A｣： 管理運営が良好であり 、 管理運営に係る
                          様々な点で優れた取組が認めら れた施設
　 　 　 　 　 　 　 　  ・ 「 B」 ： 管理運営が良好であっ た施設
　 　 　 　 　 　 　 　  ・ 「 C」 ： 管理運営の一部において良好ではない点
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 が認めら れた施設

二次評価

評　 価　 内　 容

 Ａ

そ の 他

管理状況

事業効果

当該施設の管理業務を 的確に把握し 、 創意工夫によ り 適
切に維持し ている 。

財団の就業促進に関する ノ ウ ハウ やネッ ト ワ ーク を 活用
する と と も に、 事業計画に示し た取組を 適切に実施し て
いる 。

利用者サービ ス の質の向上や利用促進に向けた取組と し
て、 関係機関と の連携も 積極的に行い、 業務改善や広
報・ PRに努めている 。

項　 目

1


